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イ
ン
ド
ネ
シ
ア
共
和
国
バ
リ
島
は
、
首
都
ジ
ャ
カ
ル

タ
の
あ
る
ジ
ャ
ワ
島
の
東
側
に
位
置
す
る
火
山
島
で
、

そ
の
面
積
は
五
、六
三
三
平
方
㌔
㍍
、
人
口
は
二
〇
一 

〇
年
に
は
約
三
八
九
万
人
に
な
り
、
周
辺
の
島
々
と
合

わ
せ
て
バ
リ
州
を
構
成
し
て
い
ま
す
。
主
要
な
産
業
は
、

一
九
七
〇
年
代
で
は
農
林
漁
業
が
メ
イ
ン
で
し
た
が
、

デ
ン
パ
サ
ー
ル
国
際
空
港
の
開
港
お
よ
び
早
期
よ
り
バ

リ
島
南
部
（
サ
ヌ
ー
ル
・
ク
タ
・
ヌ
サ
ド
ゥ
ア
地
区
等
）

を
ビ
ー
チ
・
リ
ゾ
ー
ト
と
し
て
開
発
し
た
こ
と
に
よ
り
、

現
在
で
は
観
光
業
が
バ
リ
州
の
財
政
収
入
の
大
部
分
を

占
め
て
い
ま
す
。

　

一
九
九
〇
年
当
初
の
デ
ン
パ
サ
ー
ル
地
区
お
よ
び
そ

の
周
辺
の
観
光
地
区
で
は
下
水
道
施
設
が
未
整
備
で
、

汚
水
は
直
接
河
川
や
排
水
路
等
に
排
出
さ
れ
て
い
る
状

況
で
し
た
。
そ
の
た
め
、
バ
リ
島
の
経
済
規
模
の
拡
大

に
伴
い
、
大
切
な
観
光
資
源
で
あ
る
海
洋
の
汚
染
拡
大

が
懸
念
さ
れ
、
早
急
な
対
策
の
必
要
性
が
課
題
と
し
て

提
起
さ
れ
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
調
査
団
が
発
足
し
、「
デ
ン
パ
サ

ー
ル
下
水
道
整
備
事
業
」
と
し
て
計
画
お
よ
び
設
計

（
対
象
面
積
二
三
七
平
方
㌔
㍍
、
そ
の
う
ち
緊
急
地
区

二
〇
・
九
平
方
㌔
㍍
）
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
一
期
工
事
は

二
〇
〇
三
年
か
ら
二
〇
〇
八
年
に
わ
た
り
、
デ
ン
パ
サ

は
じ
め
に

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
紹
介

ー
ル
・
サ
ヌ
ー
ル
・
ク
タ
お
よ
び
ス
ミ
ニ
ャ
ッ
ク
地
区

（
対
象
面
積
一
、一
四
五
㌶
、
管
路
延
長
約
一
六
三
・
一

㌔
㍍
）
の
下
水
道
管
渠
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
お
よ
び
下
水
処

理
場
（
汚
水
処
理
能
力
一
日
あ
た
り
五
万
一
、〇
〇
〇

立
方
㍍
、
管
理
棟
一
棟
、
流
入
ポ
ン
プ
場
一
棟
、
曝
気

池
二
箇
所
、
沈
殿
池
二
箇
所
）
の
建
設
が
実
施
さ
れ
ま

し
た
。
一
期
工
事
で
は
、
当
社
は
下
水
処
理
場
の
建
設

お
よ
び
デ
ン
パ
サ
ー
ル
地
区
の
下
水
道
管
渠
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
を
構
築
し
ま
し
た
。
当
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
事
業
実

施
機
関
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
共
和
国
公
共
事
業
省
で
あ
り
、

旧
国
際
協
力
銀
行 

（
Ｊ
Ｂ
Ｉ
Ｃ
・
現
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）
に
よ

る
Ｏ
Ｄ
Ａ
有
償
円
借
款
事
業
で
あ
り
ま
す
。
な
お
、
二

期
工
事
は
二
〇
〇
九
年
か
ら
建
設
が
開
始
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

二
期
工
事
は
一
期
工
事
で
対
象
と
な
ら
な
か
っ
た
ホ

テ
ル
・
商
業
施
設
を
多
く
含
む
緊
急
性
の
高
い
地
区
お

よ
び
地
元
住
民
か
ら
の
要
望
が
高
い
地
区
が
対
象
と
さ

れ
、
第
一
工
区
が
デ
ン
パ
サ
ー
ル
お
よ
び
サ
ヌ
ー
ル
地

区
（
対
象
面
積
四
四
〇
㌶
、
管
路
延
長
約
四
五
・
七
㌔

㍍
）、
第
二
工
区
が
ク
タ
・
ス
ミ
ニ
ャ
ッ
ク
地
区
（
対
象

面
積
五
〇
〇
㌶
、
管
路
延
長
約
四
三
・
九
㌔
㍍
）
の
二
工

区
に
分
割
さ
れ
て
い
ま
す
。
当
社
は
観
光
地
に
お
け
る

都
市
土
木
技
術
を
要
求
さ
れ
る
第
二
工
区
を
共
同
企
業

体
で
受
注
し
、
ス
ロ
ー
ガ
ン
「
ク
リ
ー
ン
コ
ン
ス
ト
ラ

工
事
所
見
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ク
シ
ョ
ン
」
を
掲
げ
工
事
に
従
事
し
て
お
り
ま
す
。
主

要
工
事
は
下
水
道
管
渠
敷
設
の
他
に
一
期
工
事
で
施
工

さ
れ
た
下
水
処
理
場
内
の
機
器
設
備
の
増
設
お
よ
び
、

バ
リ
島
で
最
も
観
光
客
で
賑
わ
う
レ
ギ
ャ
ン
通
り
の
美

化
整
備
工
（
雨
水
排
水
路
と
歩
車
道
の
復
旧
工
）
が
含

ま
れ
ま
す
。
第
二
工
区
は
、
ホ
テ
ル
・
商
店
・
歓
楽
街
等

の
密
集
地
域
で
あ
り
、
管
渠
敷
設
に
関
し
て
は
作
業
時

間
や
交
通
規
制
な
ど
の
制
約
を
強
い
ら
れ
、
そ
れ
ら
の

条
件
を
ク
リ
ア
す
る
た
め
に
推
進
工
法
が
採
用
さ
れ
て

い
ま
す
。
管
径
は
八
〇
〇
㍉
㍍
で
、推
進
工
法
は
土
質
・

長
距
離
お
よ
び
曲
線
施
工
・
道
路
占
有
縮
小
へ
の
適
応

性
、
推
進
設
備
の
簡
素
性
・
環
境
負
荷
（
騒
音
・
振
動
・

粉
塵
等
）
の
軽
減
を
比
較
検
討
し
、「
泥
濃
式
推
進
工

法
」
を
採
用
し
ま
し
た
。
当
初
推
進
工
管
路
の
延
長
は

繁
華
街
に
面
し
た
主
要
幹
線
沿
い
の
二
・
二
㌔
㍍
で
し

た
が
、
推
進
工
の
進
捗
に
伴
い
、
観
光
地
特
有
の
環
境

に
適
し
た
工
法
で
あ
る
こ
と
が
発
注
者
に
理
解
さ
れ
、

開
削
工
で
計
画
さ
れ
て
い
た
他
の
主
要
幹
線
管
路
の
一

部
も
推
進
工
に
変
更
さ
れ
、
推
進
工
管
路
総
延
長
は

五
・
四
㌔
㍍
に
変
更
（
三
・
二
㌔
㍍
増
）
と
な
り
ま
し
た
。

　

レ
ギ
ャ
ン
通
り
美
化
整
備
工
事
の
施
工
に
お
い
て
も
、

環
境
負
荷
軽
減
の
た
め
の
工
夫
（
バ
キ
ュ
ー
ム
を
使
用

し
た
既
設
水
路
管
内
の
清
掃
お
よ
び
歩
道
床
版
プ
レ
キ

ャ
ス
ト
化
）
を
し
た
結
果
、
観
光
客
・
店
主
か
ら
の
苦

情
を
受
け
る
こ
と
な
く
短
期
間
で
工
事
を
終
え
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
歩
車
道
の
美
化
整
備
・
雨
水
排
水
路

整
備
効
果
は
大
き
く
、
今
後
も
レ
ギ
ャ
ン
通
り
が
バ
リ

島
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
賑
わ
い
続
け
る
こ
と
に
貢

献
で
き
た
と
自
負
し
て
お
り
ま
す
。

　

二
〇
〇
九
年
十
月
よ
り
工
事
を
開
始
し
現
在
の
進
捗

率
は
九
〇
％
を
超
え
工
事
も
終
盤
を
迎
え
て
い
ま
す
が
、

ス
ロ
ー
ガ
ン
「
ク
リ
ー
ン
コ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
」
を

再
認
識
し
、
無
事
竣
工
を
迎
え
る
べ
く
現
場
運
営
に
従

事
し
て
い
ま
す
。
本
事
業
完
成
の
際
に
は
、
バ
リ
島
に

お
け
る
海
洋
・
水
質
改
善
が
よ
り
一
層
進
み
、
世
界
的

観
光
地
と
し
て
の
更
な
る
躍
進
に
寄
与
で
き
る
と
と
も

に
、
今
後
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
国
の
下
水
道
整
備
普
及
の

先
駆
け
と
し
て
本
工
事
を
担
当
で
き
た
こ
と
に
感
謝
し

て
お
り
ま
す
。

お
わ
り
に

上／推進施工状況
左／下水処理場（WWTP）


